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　「あなたには『人』という財産があるんじゃない？」
ミドルリーダー時代，あれこれ悩む私に，勤務校の校
長先生が微笑みながらかけてくださったこの一言が今
も心に残る。
　「困ったときこそ，その財産を生かしなさい。」
真っ先に浮かんだのは年度の仲間，ときわ会でつなが
らせていただいた方々だった。悩み，もがいていた肩
の力が抜け，顰め面が溶けたことを今も鮮明に覚えて
いる。
　入会してよかったことと問われるときには，ためら
うこと無く「人との出会い」と答える。自分からつな
がらせていただいた方，様々な役割からご縁をいただ
いた方，立場や悩みを共有するうちに欠かせない存在
になった方，そして，勤務する支部や研修を通した出

会い。先日の本部発表でも新しい出会いを得た。縦，
横，斜め，年齢や性別関係なく，たくさんの出会いが
あり，今の自分がある。役割をいただくのも，人のつ
ながりが生み出すものである。
　教えを請うことは，答えをもらうことではない。自
分で考え，自分で答えを出す。そのために，自分が持
ち合わせていない手がかりを示していただくことであ
る。そして懸命に考える。何度でも考える。出会いの
数ほど，考える手がかりを得ることができる。その内
容は多様だ。教えてくださる方の専門性のみならず，
経験や生き方さえも私にとっては貴重な手がかりにな
る。今も変わらず，たくさんの教えと支えをいただい
ている。
　研修が自ら求めて学ぶことができるスタイルに変更
された。内容，講師，企画者，学びの形態。どの視点
からアプローチしても，自分磨きの財産を蓄える絶好
の機会であろう。
　あなたは，どんな財産を手にしているだろうか。
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　当校では，思考を活発にする明確な学習課題を設定し
た上で，一人一人の学びにつながる関わり合いに重点を
置いている。その補助的な役割として，ICTを活用して
いる。若手教員は一人一授業を行い，ベテラン教員は普
段の授業の取組を踏まえて，検討会で若手教員へのアド
バイスをしている。
１　本校の研究主題
　「友達と関わり合う活動を通して学び合い，学ぶ楽し
さを味わう子どもの育成」
２　実践例　３年単元名「３けたの筆算のしかたを考え 
　　よう」
　児童の実態を踏まえて，「繰り下がりはどうやるのか
な。」ではなく，学習課題を「十を借りるってどういう
ことだろう。」とした。より具体的な課題を設定し，児

童が話し合いやすいようにし
た。さらに，操作しながら説明
し合えるように具体物（お金）
をグループ分用意した。解決し
たいことが明確になったことや
具体物があることで，グループ
での話合いが活発に進み，問題

解決につながった。また，その中で苦手な児童に対して
考え方を説明したり，教え合ったりする児童も見られ

た。「明確な課題の設定」や「話合い」は，「わかった
」や「なんとなくだけどわかった」と思える児童が増え
る結果につながった。振り返りの類似問題では，ただ問
題を解くだけではなく，説明もできる児童が多く見られ
た。
３　授業公開や検討会を通して授業改善を
　当校では，若手教員８人の公開授業を通して，どのよ
うな関わり方が有効かを検証している。ICTの活用は，
必要に応じてタブレットなど
を授業に取り入れ，児童の考
えの集約や発表するときの
ツールとして有効に働いてい
る。明確な意図をもって活用
しないと，個人作業が多く
なってしまい，関わり合いが
薄まる。そうなったときに，
よりよい「効果的な学習形態はどのようなものか」を今
後の課題とし追求していきたい。また，若手教員の授業
後は，検討会を開き，よかったところの振り返りや改善
点の模索を行っている。今後の授業に生かせることを検
討会で見つけることで若手教員は自信を深めている。
４　まとめ
　当校の授業改革としては，児童の実態を踏まえた上
で，「明確な学習課題」を設定し，ねらいをもって話し
合いをさせたり，「ICT活用」を通してよりよい「効果
的な学習形態」を選択したりすることを意識し，児童の
関わり合いを増やして学ぶことの楽しさを児童に実感さ
せていきたい。
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撮影者　亀田中学校　天野　富夫（平成元年度）

財産

横越小学校

村川　俊介（平成26年度）

　ときわ会新潟江南支部会報49号をお届けします。原稿をお寄せいただいた皆様，あり
がとうございました。令和4年ももうすぐ終わろうとしています。この広報が今年1年を
振り返り，新たな年を考える一助になれば幸いです。
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　横越地区のメインストリートに洒落た街灯が設置さ
れ，道路をいい感じに照らしているのをご存じでしょう
か。
  さて，10月15日（土）の午前中，３
年ぶりにピカピカ大作戦（地域清
掃）が行われました。地域あげての
イベントです。横越中学校からも教
職員11名，生徒64名が参加しまし
た。横越中学校の清掃箇所は、その
洒落た街灯81基です。４人１組でそ
の一基一基を丁寧に洗い，３年分の
汚れを落としました。近所の人から
「ありがとう」「お疲れ様」と労っ
てもらい，生徒にとっても，また私たち教職員にとって
も，自己有用感と横越愛を育むよい機会となりました。
　ただ残念なことは，楽しみにしていた清掃後の食事
（地域の方の手作りカレーライス）や入浴がコロナ禍の
ためにできなかったことです。
　このような地域のイベントは，学校と地域との絆を深
める絶好の機会です。横越中学校は地域とともにある学
校として，地域清掃に限らず，地域の各種イベントに積
極的に関わり，横越地区を盛り上げていきたいと考えて
います。
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　「教師のいらない学級（授業）のつくり方」という本
を目にして，思わず購入してみた。教師がいなくても子
どもたち同士がコミュニケーションを交わし，主体的に
生活・学習する空間を創造できるように，教師が仕掛け
るのである。これは，教員集団を対象にしても同じこと
である。前述の教師を管理職，子どもたちを教員と置き
換えてみればよい。
　当校では，教員が主体的に立ち上げた研修が３つあ
る。GIGA，体育，そして私が立ち上げた学級経営（支持
的foodを味わう会）である。希望制ではあるが，多くの
教員が参加している。「子どもたちのよい学びにつなが
るために・・・」と思って，運営も参加も主体的である
ため，多少負荷がかかったとしても，気分は充実してい
るだろう。そこに教員間のコミュニケーションも育ま
れ，親和性も高まることが期待される。
　私は教務主任として，今後も子どもたちの有効な学び
につながり，教員一人一人が生き生きと参加できる研修
のもち方を工夫し，機会を試行錯誤しながら設定・調整
していきたい。また，自分で立ち上げた研修が，昨今
の，職員のニーズに合った内容になるように努力してい
きたい。
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